
簡購小型酪手帳呼聴器調〉開舞足ついで〈鯖?幸昨

臣*江松

ひとくちじ火災といっても，規絞の大小や燃焼物の

機類等まずまであかそれに応むて消総隊の装備

いろいろ考えられている。例えば.服装に関しては，

議常の防火線，対熱服予防長選丹民放射能妨護燃とL

た具合である。{浮絞保護具については，圧縮空気放出

式(東消3型 4型〉や酸素発生式またはエアーライ

クといったような種類はあるが，続時間用や燦

制見出用として適当な呼吸器がないため， ~ 、つも重い

呼吸器を着用せざるを得ないのが現状である。

超小型で;常時滋幣可総な将校器があれば，機ぷ少な

いときは小型の短時間用，煙が多いときは長時間用と

いう使いわけも可能である。また，長時間用の呼吸器

等r使υっていると舎でも g

退避できない場合や，濃煙の中で要救助者を発見した

義務合者撃には，携帯中の呼吸絡により人命の安全を保っ

ととができる。

以上の目的で昭和46年に 1回目の試作器を作った

が，常時携するにはやや大き過ぎて不便であった。

こ寸，今関は試作器の小室主化に幾点をおいーだ実験てど

行なった。

主義作器内槻a国
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のマンテストは速さか緩度の労働災荷で行なったがE 今

回のテストは静止状態で行なった。ガス濃度の測定に

はショヲ γダ…分析計をいた。
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実験の方法および実験結果

46年度試作器の概要を記しておくと，呼吸方式は庄

綴酸繁循環式で9 携行糠索機14. .eボンベ容量部
α. 150kgj佃2充てん)，使用可能時間比約 6~12う

ある。(詳細については研究所報9号を参照〉

図lにその構成を示す。

( 1 ) 実験 1(炭陵ガス吸収能力R験〉

試作器は炭酸ガス吸収かんが大型で，この呼吸器全

体の 1/3込町たをしめているo これを小議こするには，

吸収剤(カーライム〉を減らして密にならべる以外に

注い。

カーライムの盤整およぴ呼毅袋の数量会議 Hこ示

すA-Eの5種に変えて実験を行なった。尚，試作器

2 

(115 ) 

事第一研究室

消防科学研究所報　１０号（昭和４８年）





を測定した。実験はいすに座って行ない，赤外線C02

分析計により C 濃療を自動記録し 02課題授が議泌

をこえる迄続けることにした。 1回目は赤外線CO2

分析計が不調に伝ったので，主総験者の安全考えて

分で中止し.2回目は COa濃度が7%程度で横ばい

り，爽験者め肺内で酸素が吸収議れなくなったと

判断して10分で中止した。 3回 4回は予定通り 8%

えるまで実施した。結果は表3じ示すφ 表中のガ

ス濃度はシヨランダ一分析計による数値でらる。袋の

があるようで値が前後している。

通説勺It. 1回の呼吸で4%の融業が炭酸カeスに変

るといわれているが，この紫験では実験方法が迷う

ので通説どおりにはならなかった。

酸素濃度が織薄になると

消費できなくなり，知らず知らずに酸欠状態におちい

と思われ，人凋の五感で党険を感知できない勲議欠

乏の恐ろしさを感じた。

〕 譲論3

15.eの呼吸袋に14fの酸素を封入し，これをマスク
会通じて連続繕環呼概した線合(主総験 lの税収かを

省いての実験〉の呼吸袋内の酸素および炭酸ガス濃度
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実験同様，呼吸する酸素の総量(最初の吸気量+補給

機索灘が14 になる議，総給酸表舞と自分の呼殺との

混合ガスをくりかえし呼吸した。実験装置を 2図に，
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この実験は，試作器の炭酸ガス吸収かんをとりはず

してしまうと，呼吸総としての機総を完全に失うかど

うかのテストであり，その結果に J1 S規格を適用す

れば，使用時間 1分以内の呼吸器ということになる。

しかし，この状態で10分間呼吸できたのも事実であ

る。総長議，安全性と鱗便1きとは紹反するものであり，

適当な妥協点を見出す他に方法はない。そこで，安全

レベノレを定めそれ令限界以簡便漆を追求する

ことにした。それが4番目の実験でおる。安全性の最

レベルとして，マンテトの体験や文献から決殻ガ

ス濃度7%という線を引くととにした。もちろん，こ

の場合の酸索濃度は21%以上であることが条件であ

る。

(4) 実験4

最初弘酸燃を吸入しその将気女呼吸袋に吸殺とむ，

袋にたまった呼気を再び呼吸するわけであるが，その

前の



表4

経 1 回

過 COz% 02% |脈博回/分|呼吸困/分

37~ 9 I試験前符| 試験前18I 
会i

会|
96 20 

会|

~I 108 M 

実験結果を表4に示す。労働負荷は足早に歩く程度と

した。

この実験は，袋内の炭酸ガ!ス濃度が濃くなっても，

確実に一定量の酸素を呼吸できるようにしたもので，

実際に製品化するには，補給酸素の供給方法が問題と!

なる。現在検討しているのは，酸素ボγベの開封装置

に調整器をつけて，単位時間の放出量を補給酸素にみ E

v♂ 

持
事「

2 回

C02% I 02% l脈博回l分!呼吸困/分
40.8 I 試験前78I 試験前18

24 

118 26 

あう一定量に保つこと.または，袋を呼気袋と酸素袋

の二つ設けて，呼気量に比例して補給酸素が得られる

ように，二つの袋とマスPの連結部を工夫することで

ある。前者は1回目の呼吸に雛点があるので，後者の

ほうが実現の可能性は大きい。

この方法が成功すれば，防火服のポケットにはし、る

くらいの小型呼吸器を作ることができる。
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